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去
る
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）
、
品
川

区
立
総
合
区
民
会
館
（
き
ゅ
り
あ
ん
）
五

階
二
号
講
習
室
で
平
成
二
十
二
年
度
第

三
回
の
研
修
会
が
「
欠
陥
住
宅
訴
訟
に
お

け
る
鑑
定
の
あ
り
方
」
の
タ
イ
ト
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
は
二
部
構
成
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
一
部
は
弁
護
士
・
河
合
講

師
の
講
義
と
、
第
二
部
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
弁
護
士
・
赤
坂
理
事
と
三
人
の
討

論
者
に
よ
る
公
開
討
論
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

    

▼
第
一
部 

『
欠
陥
住
宅
の
調
査
鑑
定
に
つ
い
て
』 

 

       

 河
合
先
生
は
、
ま
ず
調
査
及
び
鑑
定

業
務
に
当
た
っ
て
は
頭
の
切
り
替
え
が

重
要
で
あ
り
、
建
築
士
の
思
想
や
主
観

的
な
判
断
は
排
除
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、「
欠
陥
（
瑕
疵
）

と
は
何
か
、
建
物
の
安
全
性
と
は
何
を

言
う
の
か
」
、
「
建
物
の
補
修
は
ど
の
よ

う
に
す
べ
き
か
」
、
「
分
か
り
易
い
調
査

報
告
書
の
作
成
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

最
後
に
河
合
先
生
自
ら
が
関
わ
っ
た
数

件
の
判
決
事
例
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま

し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
致
し

ま
す
。 

 

一
．
調
査
・
鑑
定
業
務
に
つ
い
て 

業
務
に
取
り
掛
か
る
に
は
先
ず
頭
の

切
り
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ボ
ク

シ
ン
グ
で
は
な
く
棒
高
飛
び
で
あ
る
こ

と
、
建
築
士
の
思
想
の
押
し
付
け
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
等
、
基
本
的
理
念
の

的
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

二
．
欠
陥
（
瑕
疵
）
と
は
何
か 

欠
陥
判
断
の
基
準
は
何
で
あ
る
か
を

図
示
を
沿
え
て
、
ま
た
、
瑕
疵
担
保
と

不
法
行
為
の
違
い
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。 

建
物
の
「
安
全
性
」
に
つ
い
て
は
安

全
性
と
い
う
言
葉
の
危
険
性
を
説
か
れ
、

何
が
安
全
性
で
あ
る
か
を
分
か
り
易
く

解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
安
易
に
安
全

性
と
い
う
言
葉
は
表
現
し
な
い
こ
と
等

注
意
を
促
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
．
ど
の
よ
う
に
補
修
す
べ
き
か 

河
合
先
生
自
ら
が
関
わ
っ
た
最
高
裁

の
判
決
事
例
三
件
（
資
料
）
と
合
わ
せ

て
、
補
修
の
要
求
性
能
と
補
修
の
あ
り

方
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

 四
．
調
査
報
告
書
の
作
り
方 

自
分
で
確
認
し
た
こ
と
を
的
確
に
、

人
か
ら
聞
い
た
こ
と
は
伝
聞
を
明
記
す

る
こ
と
、
ど
の
年
齢
層
を
対
象
レ
ベ
ル

と
し
て
捕
ら
え
る
か
等
に
つ
い
て
、
基
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◆
イ
ベ
ン
ト
報
告
◆ 

 

～
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
？
～ 

千
葉
市
で
の 

建
築
Ｇ
メ
ン
講
演
報
告 

 

  
 
 

文
責 

理
事 

下
堀 

克
巳 

 

礎
的
な
こ
と
か
ら
改
め
て
意
識
改
革
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
解
説
を
受

け
ま
し
た
。 

 

最
後
に
河
合
先
生
が
問
題
あ
り
と
思

わ
れ
る
鑑
定
例
三
例
（
資
料
）
の
内
容

と
問
題
点
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
さ
れ

ま
し
て
講
義
を
終
了
し
ま
し
た
。 

講
師
の
講
義
を
受
け
て
、
今
ま
で
私

た
ち
建
築
Ｇ
メ
ン
が
活
動
し
て
き
た
調

査
や
鑑
定
業
務
に
対
す
る
基
本
的
な
心

得
を
見
直
す
必
要
は
な
い
か
、
主
観
的

な
判
断
で
客
観
性
に
欠
け
て
い
た
の
で

は
な
い
か
等
初
心
に
帰
る
こ
と
、
襟
を

正
す
こ
と
を
強
烈
に
感
ず
る
非
常
に
貴

重
な
講
義
で
し
た
。 

文
責
者
と
し
て
も
暫
く
研
修
会
に
出

席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
て
研

修
会
受
講
の
意
義
を
痛
切
に
感
じ
ま
し

た
。 参

加
で
き
な
か
っ
た
方
は
是
非
テ
キ

ス
ト
を
取
り
寄
せ
て
研
修
い
た
だ
く
事

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

▼
第
二
部 

『
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
開
討
論
会
）』 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

弁
護
士 

赤
坂 

裕
志(

当
会
理
事) 

討
論
者 

弁
護
士 

河
合 

敏
男 

(

欠
陥
住
宅
全
国
ネ
ッ
ト
事
務
局
長) 

 

建
築
Ｇ
メ
ン 

一
級
建
築
士 

 

大
川 

照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

建
築
Ｇ
メ
ン 

一
級
建
築
士 

 

中
山 

良
夫
（
当
会
事
務
局
長
） 

 

「
弁
護
士
と
建
築
士
（
建
築
Ｇ
メ
ン
）

が
ど
う
や
っ
て
業
務
を
こ
な
し
て
い
く

か
」
を
主
題
に
し
て
、
赤
坂
弁
護
士
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
公
開
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
電
話
相
談
の
受
け
答
え
の
注

意
点
か
ら
検
査
の
手
法
、
調
査
費
用
、
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
の
施
工
会
社
の

説
得
、
補
修
工
事
に
関
す
る
要
点
等
幅
広

い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
赤
坂
弁
護

士
か
ら
の
多
く
の
課
題
に
対
し
て
、
三
人

の
討
論
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
と
実

績
を
踏
ま
え
た
お
話
が
あ
り
、
傍
聴
者
と

し
て
は
実
に
な
る
貴
重
な
討
論
会
で
し

た
。
こ
こ
に
討
論
の
行
わ
れ
ま
し
た
課
題

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

①
電
話
相
談
で
受
付
た
時
の
注
意
点
は 

②
相
談
で
終
わ
る
か
、
調
査
に
進
め
る
か

の
振
り
分
け
方
は
ど
う
す
る
か 

③
調
査
報
告
書
を
ま
と
め
て
か
ら
の
進

め
方
は
ど
う
す
る
か 

④
施
工
会
社
に
「
瑕
疵
」
を
説
得
さ
せ
る

に
は 

⑤
補
修
工
事
で
問
題
を
起
こ
さ
な
い
要

点
は 

⑥
検
査
手
法
の
心
得
は 

⑦
訴
訟
に
持
っ
て
い
く
べ
き
か
、
断
念
す

べ
き
か 

⑧
裁
判
用
の
調
査
報
告
書
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
は 

⑨
調
査
費
用
の
捕
え
方 

⑩
調
停
に
対
す
る
注
意
点
は 

⑪
そ
の
他 

              

以
上
の
討
議
の
あ
と
、
研
修
会
参
加
者

か
ら
の
質
疑
応
答
を
行
い
、
定
刻
過
ぎ
ま

で
続
け
ら
れ
有
意
義
な
研
修
会
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。 

 

 

［
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
？
］
の

タ
イ
ト
ル
で
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向

上
に
向
け
た
千
葉
県
民
提
案
事
業
と
し

て
建
築
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
講
師
の
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

千
葉
市
生
活
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
・
千
葉

県
の
主
催
に
よ
る
開
催
で
し
た
。 

 

日
時
：
平
成
二
十
二
年 

十
一
月
二
十
日(

土) 

場
所
：
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

（
メ
デ
ィ
ア
エ
ッ
グ
） 

研修会：会場の様子 
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受
講
対
象
者
：
千
葉
県
民
の
方
々 

 

参
加
人
数
：
一
般
消
費
者
、
デ
ザ
イ

ン
研
究
会
の
方
、
消
費
生
活
相
談

員
の
方
等
含
め
て
三
十
名
強 

       

 
 

 

 
 

   

リ
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
建
物
を
改
良
す
る

こ
と
、
造
り
直
す
こ
と
。
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

通
常
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
悪
質
リ
フ
ォ
ー

ム
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
。
規
模
的
に
は
、

数
千
円
の
プ
チ
リ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
増
改

築
を
伴
い
従
前
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
し

て
し
ま
う
規
模
の
も
の
ま
で
あ
る
と
の

出
だ
し
か
ら
順
を
追
っ
て
本
論
に
入
り

ま
し
た
。 

 
 

 

１
．
リ
フ
ォ
ー
ム
の
目
的 

①
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
家
族
構
成

の
変
化
に
よ
る 

②
居
住
性
の
向
上 

③
耐
震
性
や
耐
久
性
の
向
上 

④
高
齢
者
・
身
障
者
対
策 

⑤
省
エ
ネ
（
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
）
対

策
等 

 ２
．
リ
フ
ォ
ー
ム
の
特
殊
性 

①
住
み
な
が
ら
の
工
事
と
な
る
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る 

②
捲
き
込
ま
れ
て
見
な
い
と
分
か

ら
な
い
場
合
が
多
々
で
あ
る 

③
工
事
の
範
囲
や
工
事
費
の
変
更

が
起
こ
り
や
す
い 

④
建
築
業
者
に
は
新
築
工
事
以
外

の
経
験
と
技
術
、
き
め
細
か
な
工

事
監
理
が
求
め
ら
れ
る 

⑤
建
築
主
、
建
築
業
者
共
に
神
経
を

費
や
す
工
事
で
あ
る 

 

３
．
映
像
に
よ
る 

リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
事
例 

五
件
の
事
例
に
つ
い
て
、
映
像
に
よ
り

視
聴
者
を
引
き
込
む
分
か
り
易
い
説
明

を
さ
れ
ま
し
た
。 

 ４
．
リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
は 

な
ぜ
起
き
る
の
か(

原
因) 

①
出
来
栄
え
が
満
足
で
き
な
い 

②
思
惑(

イ
メ
ー
ジ)

違
い 

③
追
加
費
用
の
請
求 

④
建
築
業
者(

職
人)

の
無
知 

⑤
打
合
せ
・
約
束
事
項
の
不
履
行 

⑥
建
築
業
者
に
よ
る
勝
手
な
仕
様

変
更 

⑦
工
事
関
係
者
の
マ
ナ
ー 

⑧
近
隣
問
題 

 

５
．
リ
フ
ォ
ー
ム
で
失
敗
し
な
い
た
め
に 

 
 
 

表
題
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
項
目
に
つ

い
て
レ
ジ
ュ
メ
の
ほ
か
に
細
部
に
わ
た

っ
て
丁
寧
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

①
建
築
業
者
選
び
に
つ
い
て 

 

②
設
計
及
び
打
合
せ
に
つ
い
て 

③
設
計
図
書
に
つ
い
て(

設
計
図
・
仕 

様
書
等) 

④
工
事
見
積
書
に
つ
い
て 

⑤
契
約
に
際
し
て 

⑥
工
事
に
関
し
て 

       

 
 

 

 
 

 

 
    

大
多
数
の
消
費
者
は
快
適
な
住
ま
い

を
夢
見
て
、
不
景
気
と
は
言
え
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
一
部

の
業
者
に
よ
る
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害

や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
す
る
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実

態
と
こ
れ
ら
に
対
す
る
対
処
方
法
や
予

防
対
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
・
・
・
と

の
お
話
で
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

 

１
．
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
の
実
態 

耐
久
性
・
耐
震
性
の
維
持
と
向
上
等
を

目
的
と
し
た
補
修
工
事
は
、
そ
の
内
容
・

方
法
は
尐
な
く
と
も
建
築
基
準
法
及
び

関
連
法
規
に
適
合
し
て
お
り
、
使
用
材
料

や
工
法
・
施
工
方
法
等
も
、
公
的
な
仕
様

書
や
品
質
基
準
に
適
合
し
た
も
の
を
使

用
す
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
求
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
条
件

が
満
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
暴
利
行
為
と

も
い
え
る
異
常
な
価
格
で
、
無
意
味
で
無

駄
な
部
品
・
材
料
が
多
用
・
乱
用
さ
れ
、

《
第
一
部
講
演
》 

『
リ
フ
ォ
ー
ム
で 

失
敗
し
な
い
た
め
に
』 

 
 

 
 

講
師 

常
任
理
事 石

岡 

善
正 

 

《
第
二
部
講
演
》 

『
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
に 

あ
わ
な
い
た
め
に
』 

 
 

 
 

講
師 

副
理
事
長 川

口 

晴
保 

 

講義に熱心に耳を
傾ける受講者の皆様 
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～
イ
ベ
ン
ト
報
告
～ 

木
更
津
市
市
民
会
館 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
の
報
告 

 
 
 
 文

責 

理
事 

松
下 

峻
夫 

 

杜
撰
な
施
工
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 ２
．
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
の
主
な
特

徴
・
共
通
点 

①
悪
徳
商
法(

点
検
商
法
・
次
々
販

売
・
無
料
商
法) 

・
複
数
の
工
事
契
約
を
さ
せ
ら
れ

て
い
る 

・
不
必
要
・
無
意
味
な
工
事 

・
高
額
な
工
事 

・
見
積
書
が
不
十
分 

・
工
事
終
了
後
は
連
絡
取
れ
な
い 

②
耐
震
工
事
と
称
す
る
安
心
偽
装

工
事 

③
耐
久
性
向
上
偽
装
工
事 

④
補
助
金
等
の
悪
用
工
事 

 

３
．
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
等
の 

防
止
方
法 

①
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
対
策 

・
優
良
な
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
は
、

飛
び
込
み
営
業
を
し
な
い 

・
安
易
に
建
物
を
見
せ
な
い
、
家

に
入
れ
な
い 

・
大
幅
な
値
引
き
は
あ
り
え
な
い 

・
躊
躇
せ
ず
ハ
ッ
キ
リ
と
断
る 

・
契
約
す
る
前
に
検
討
期
間
を
充

分
に
と
る 

・
高
齢
者
を
一
人
に
し
な
い 

②
建
設
業
の
許
可
の
有
無
を
確
認

す
る 

③
耐
震
診
断
は
専
門
家
で
も
そ
の

場
で
出
来
な
い
こ
と
を
理
解
す

る 

④
工
事
内
容
・
仕
様
書
・
見
積
明
細

書
・
工
程
表
の
添
付
さ
れ
て
い
な

い
契
約
は
し
な
い 

⑤
契
約
前
に
第
三
者
の
専
門
家
に

見
積
書
や
契
約
内
容
の
評
価
を

受
け
る 

⑥
工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら
第
三
者

の
専
門
家
に
検
査
を
依
頼
す
る 

 

４
．
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の 

対
処
法 

●
消
費
者
契
約
法(

契
約
の
取
り
消
し
又

は
無
効
と
す
る
こ
と
が
出
来
る) 

①
契
約
時
に
事
実
と
異
な
る
こ
と

を
説
明
さ
れ
た
為
、
誤
認
し
て
契

約
し
た
場
合(

不
実
告
知) 

②
断
定
的
判
断
の
提
供 

③
不
利
益
事
実
の
不
告
知 

④
困
惑
に
よ
る
取
り
消
し 

・
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
降
契

約
の
場
合 

・
工
事
完
了
後
で
も
有
効
、
代
金

返
還
請
求
が
可
能
で
あ
る 

・
取
消
権
の
行
使
期
間
は
追
認
を

す
る
こ
と
が
出
来
る
時
か
ら

六
ヶ
月
間
、
契
約
締
結
か
ら
五

年
間
と
す
る 

●
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、
暴
利
行
為
の
契
約

解
除
、
改
正
特
定
商
取
引
法
そ
の
他
大

切
な
基
本
的
対
処
法
等
に
つ
い
て
具

体
的
に
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま

し
た
。 

 

５
．
悪
質
・
不
誠
実
な
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者

が
横
行
す
る
原
因
と
背
景
に
つ
い
て 

 

講
師
の
講
演
の
あ
と
に
四
～
五
点
の

質
問
が
あ
り
、
お
二
人
の
講
演
会
は
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
、
写
真
を

多
用
し
て
解
説
し
て
い
た
の
で
視
聴
者

は
良
く
理
解
が
出
来
た
よ
う
で
す
。
そ
の

為
か
「
具
体
的
」
な
質
問
が
多
く
、
充
実

し
た
講
演
会
で
あ
り
ま
し
た
。 

        

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日(

祭

日)

に
千
葉
県
木
更
津
市
市
民
会
館
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
〇
に
、
建
築
Ｇ
メ
ン

の
会
と
し
て
始
め
て
参
加
し
て
展
示
等

及
び
無
料
相
談
を
行
い
ま
し
た
。 

 

主 

催
：
千
葉
県
木
更
津
市
商
工
観
光
課 

参
加
展
：
第
三
十
六
回 

 
 
 
 

木
更
津
市
消
費
生
活
展 

場 

所
：
木
更
津
市
市
民
会
館
一
階 

 
 
 
 

小
ホ
ー
ル 

時 

間
：
午
前
十
時
～
午
後
十
六
時 

 
  

 
 
 
 

参
加
者
：
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

千
葉
グ
ル
ー
プ
の
三
名 

 当
日
は
各
種
の
催
し
物
が
開
催
さ
れ

て
、
お
子
さ
ん
連
れ
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
木
更
津
市
民
が
参
加
さ
れ
て
、
大

ホ
ー
ル
、
中
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
の
ほ
か

出
店
の
広
場
ま
で
人
と
人
で
埋
め
尽
く

講義をする 
川口副理事長 
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さ
れ
ま
し
た
。 

我
々
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
は
、
小
ホ
ー
ル
の

指
定
場
所
六
番
で
欠
陥
住
宅
の
事
例
写

真
展
示
と
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
建
築
及
び

設
備
の
欠
陥
写
真
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
を
パ
ネ
ル
（
一
八
〇
〇×

一
八
〇
〇:

二
枚
）
に
掲
載
し
て
行
い
ま
し
た
。 

長
テ
ー
ブ
ル
（
二
台
）
に
は
建
築
Ｇ
メ

ン
の
会
関
係
書
籍
と
会
報
「
楔
」
を
数
号

と
、
来
年
二
月
の
成
田
市
講
演
相
談
会
の

チ
ラ
シ
を
展
示
し
、
そ
の
他
来
場
者
に
は

当
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
シ
ー
ル
を
配

布
し
ま
し
た
。 

 

テ
ー
ブ
ル
で
は
特
設
相
談
窓
口
を
設

け
て
、
無
料
相
談
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
事
前
か
ら
、
会

場
マ
ッ
プ
か
ら
催
事
内
容
と
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
出
店
名
が
配
布
さ
れ

て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
当
会
の
認
知
度
が

低
い
こ
と
と
、
初
め
て
の
参
加
と
い
う
こ

と
も
影
響
し
て
立
ち
寄
る
方
も
期
待
通

り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
囲
の
出

店
（
イ
オ
ン
・
電
話
館
・
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
・
東
京
電
力
・
農
政
事
務
所
等
）
に
は

沢
山
の
方
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
余

計
に
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

無
料
建
築
相
談
で
は
四
件
の
相
談
を

受
け
て
対
応
し
た
こ
と
は
収
穫
で
し
た
。 

 

来
年
以
降
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
出
展
方
法
、

掲
載
方
法
、
対
応
手
法
等
に
つ
い
て
は
更

に
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。 

  
 
 

 

          

  

          

 

去
る
十
二
月
十
五
日
に
千
葉
グ
ル
ー
プ

が
、
来
年
二
月
五
日
に
成
田
市
保
健
福
祉

会
館
で
開
催
予
定
し
て
い
る
「
講
演
会
・

建
築
無
料
相
談
会
」
に
多
く
の
方
々
に
お

越
し
頂
く
こ
と
を
主
眼
と
し
て
成
田
詣

で
を
行
い
ま
し
た
。 

最
近
の
講
演
相
談
会
の
参
加
者
が
ジ

リ
貧
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
全
員
で
Ｐ
Ｒ
に
一
日

を
か
け
て
実
戦
活
動
を
し
ま
し
た
。 

成
田
市
役
所
を
基
点
と
し
て
市
内
の

施
設
や
銀
行
を
、
三
班
（
一
班
二
名
）
に

分
け
て
持
ち
回
り
分
担
を
決
め
て
、
三
区

域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
訪
問
し
て
か
ら

講
演
会
会
場
の
保
健
福
祉
会
館
に
集
結

し
、
会
場
施
設
の
下
見
を
し
て
解
散
と
な

り
ま
し
た
。 

左
記
に
主
な
訪
問
先
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 ① 

成
田
市
役
所 

② 

三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

③ 

中
央
公
民
館
（
十
三
箇
所
公
民
館

を
一
括
申
入
れ
） 

④ 

各
銀
行
（
都
市
銀
行
と
地
方
銀
行

含
め
て
十
二
行
） 

⑤ 

Ｊ
Ａ
成
田
公
津
支
社 

⑥ 

多
古
町
の
施
設
（
会
員
の
知
人
に

依
頼
） 

⑦ 

会
員
の
知
人
先 

 

 

以
上
の
各
所
を
廻
り
、
チ
ラ
シ
配
布
枚

数
は
二
八
〇
部
で
し
た
。 

  
 
 

 

 

          

    

～
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
・ 

地
区
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告
～  

千
葉
グ
ル
ー
プ
が
成
田
市
詣
で 

 

建築Ｇメンの会 
特設相談窓口テーブル 

会場の様子 

ＰＲ活動に努める 
千葉グループのメンバー 
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被
害
は
独
り
暮
ら
し
の 

高
齢
者
に
集
中
し
て
い
る 

 

埼
玉
県
富
士
見
市
の
老
姉
妹
が
総
額

五
〇
〇
〇
万
円
の
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
に

あ
っ
た
こ
と
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ

れ
た
記
憶
は
衝
撃
だ
っ
た
。
同
様
に
被
害

相
談
は
、
本
会
の
住
ま
い
一
一
〇
番
に
も

多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
東
京
都
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、

神
奈
川
の
四
都
県
と
政
令
指
定
都
市
（
八

都
県
市
）
で
、
「
リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
ト
ラ

ブ
ル
一
一
〇
番
」
を
同
時
に
実
施
し
た
そ

う
で
あ
る
。 

そ
の
結
果
、
八
都
県
市
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
は
二
日
間
で
三
一
二
件
、
主
な
特
徴

で
は
、
契
約
当
事
者
の
年
齢
は
、
六
〇
歳

以
上
が
二
一
四
件
で
全
体
の
七
割
、
八
〇

歳
以
上
が
一
割
を
占
め
て
い
た
と
い
う
。 

 

事
例
一 

本
会
住
ま
い
一
一
〇
番
→
建
築
Ｇ
メ
ン 

契
約
者
： 

七
九
歳
、
一
人
暮
ら
し
の
男
性
、

築
四
〇
年 

契
約
金
額
： 

三
一
四
万
円 

契
約
内
容
： 

外
壁
の
改
修
、
小
屋
裏
補
強 

相
談
内
容
： 

外
壁
が
剥
が
れ
て
い
る
、
鉄
板
が

錆
び
て
い
る
。
台
風
や
大
雨
が
降

る
と
室
内
に
雨
水
が
浸
入
す
る
。

ま
た
、
屋
根
裏
の
小
屋
組
に
金
物

が
不
足
し
て
い
る
。
地
震
が
来
る

と
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
早
め

に
直
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
二
日
置

き
に
訪
問
し
て
親
切
に
対
応
し

て
く
れ
た
の
で
契
約
し
た
。 

 

事
例
二 

リ
フ
ォ
ー
ム
契
約
ト
ラ
ブ
ル
一
一
〇
番 

→
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

契
約
者
： 

八
五
歳
、
一
人
暮
ら
し
の
女
性
、

築
五
〇
年 

契
約
金
額
： 

四
五
〇
〇
万
円
（
数
社
と
数
回
に

わ
た
り
契
約
） 

契
約
内
容
： 

屋
根
工
事
四
回
、
塗
装
工
事
一
回
、

小
屋
裏
補
強
一
回 

契
約
内
容
： 

「
屋
根
が
剥
が
れ
て
い
る
」
と
言

っ
て
訪
ね
て
来
た
事
業
者
に
点

検
を
頼
ん
だ
ら
「
こ
の
ま
ま
放
置

し
た
ら
屋
根
が
吹
き
飛
ん
で
し

ま
う
。
早
め
に
直
し
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
言
わ
れ
た
。
去
年
の
台
風

の
と
き
は
屋
根
が
吹
き
飛
び
は

し
な
い
か
と
一
人
な
の
で
不
安

で
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
丁
度

い
い
と
思
い
契
約
し
た
。
そ
の
後

も
二
日
置
き
に
訪
ね
て
き
、
親
切

に
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
次
々

と
新
た
な
契
約
を
し
た
。
子
供
た

ち
に
は
相
談
し
な
か
っ
た
。 

 

家
族
制
度
の 

崩
壊
が
引
き
起
こ
し
た
悲
劇 

リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
の
届
け
出
は
被
害

者
当
人
で
は
な
く
、
殆
ど
が
そ
の
子
供
か

ら
で
あ
る
。 

訪
問
す
る
と
、
契
約
の
実
態
を
知
っ
た

子
供
は
口
汚
く
親
を
罵
倒
し
て
い
る
。
私

は
唖
然
と
し
て
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し

た
。
何
の
権
利
が
あ
っ
て
子
供
は
親
を
罵

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

契
約
か
ら
代
金
支
払
い
ま
で
に
三
～

六
ヶ
月
は
要
し
て
い
る
。
尐
な
く
と
も
そ

の
間
子
供
ら
は
一
度
も
一
人
暮
ら
し
の

年
老
い
た
親
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

人
生
の
晩
節
を
迎
え
た
高
齢
者
が
、
い

つ
襲
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
地
震
や

大
風
雨
の
災
害
に
備
え
て
リ
フ
ォ
ー
ム

の
訪
問
セ
ー
ル
ス
に
乗
っ
て
し
ま
う
心

境
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

現
在
住
ん
で
い
る
家
屋
は
昭
和
三
〇
年

台
に
憧
れ
の
マ
イ
ホ
ー
ム
と
し
て
子
供

た
ち
を
育
て
る
た
め
に
建
て
た
も
の
で

あ
ろ
う
。 

長
じ
て
離
れ
て
し
ま
っ
た
子
供
た
ち

で
は
あ
る
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
が
朽
ち
て
さ

え
し
な
け
れ
ば
い
つ
か
一
緒
に
住
め
る

の
で
は
な
い
か
、
或
い
は
、
遺
産
と
し
て

子
供
ら
に
残
せ
る
価
値
が
保
て
る
の
で

は
な
い
か
と
言
う
、
大
脳
機
能
の
黄
昏
が

始
ま
っ
た
親
と
し
て
の
子
を
思
う
精
一

杯
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

子
供
に
は
世
話
に
な
れ
な
い
実
情
で
、

自
活
の
た
め
に
、
小
銭
を
蓄
え
て
い
る
親

の
資
産
は
や
が
て
等
し
く
子
供
に
承
継

～
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
～ 

Ｇ
メ
ン
の
現
場
リ
ポ
ー
ト 

「
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
者
の 

家
庭
か
ら 

見
え
て
き
た
も
の
」  

文
責 

監
事 
大
木 

昭
治 
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さ
れ
る
の
で
あ
る
。
親
の
資
産
は
自
分
た

ち
子
供
の
資
産
で
あ
る
。
無
断
で
勝
手
に

浪
費
さ
れ
る
こ
と
は
許
せ
な
い
と
い
う

親
を
罵
倒
す
る
子
の
浅
ま
し
い
心
の
裏

が
見
え
て
く
る
。 

二
〇
一
〇
年
の
七
月
に
、
足
立
区
で
都

内
の
最
高
年
齢
一
一
一
歳
の
男
性
が
自

宅
の
一
室
で
ミ
イ
ラ
化
さ
れ
て
発
見
さ

れ
る
と
言
う
衝
撃
的
な
事
件
が
報
道
さ

れ
た
。 

老
人
は
既
に
三
〇
年
前
に
死
亡
し
て

お
り
、
そ
の
間
家
族
は
そ
れ
を
隠
し
続
け
、

死
ん
で
い
る
老
人
の
年
金
と
、
数
年
前
に

死
亡
し
て
い
た
老
母
の
遺
族
年
金
も
受

領
し
つ
づ
け
て
い
た
と
い
う
。 

こ
の
事
件
を
皮
切
り
に
、
全
国
の
各
自

治
体
が
一
〇
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
の
所

在
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
所
在
不
明
者
が

あ
ち
こ
ち
に
多
く
露
呈
し
て
き
た
。 
 

 

亡
く
な
っ
た
親
の
弔
い
も
せ
ず
、
そ
れ

を
ひ
た
隠
し
、
襖
一
枚
で
隔
て
た
だ
け
の

家
の
中
に
放
置
さ
れ
た
死
せ
る
親
は
三

〇
年
と
い
う
驚
く
べ
き
長
き
間
、
わ
が
子

ら
に
一
体
何
を
訴
え
続
け
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。 

 

弔
い
で
思
い
出
す
の
は
、
近
ご
ろ
、
親

族
だ
け
の
内
輪
で
葬
儀
を
済
ま
せ
る
家

族
葬
が
流
行
し
て
い
る
と
い
う
。 

今
月
始
め
同
じ
地
域
に
住
む
世
帯
主

の
男
性
が
死
亡
し
た
。
自
治
会
活
動
を
一

緒
に
し
た
仲
間
意
識
が
あ
っ
た
私
に
は
、

死
亡
し
た
と
い
う
連
絡
は
い
た
だ
け
な

か
っ
た
。
道
端
で
未
亡
人
に
な
ら
れ
た
奥

様
に
遭
遇
し
て
も
、
挨
拶
の
言
葉
が
見
つ

か
ら
な
い
。 

家
族
葬
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
弔
い
に
余

り
金
銭
を
遣
い
た
く
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
前
、
当
人
の
意
思

が
あ
る
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、
死
者
の
尊
厳

を
無
視
し
た
家
族
だ
け
の
ご
都
合
主
義

と
思
え
て
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
後
の
教
育
が
人
間
の
変
質
を 

加
速
さ
せ
た 

明
治
維
新
以
後
、
西
洋
の
模
倣
で
日
本

の
近
代
化
が
進
み
、
個
人
主
義
の
思
想
が

導
入
さ
れ
た
。 

本
家
の
西
欧
文
明
に
は
、
人
の
生
き
様

を
律
す
る
宗
教
＝
神
が
存
在
す
る
。
か
つ

て
の
日
本
は
、
家
族
制
度
が
健
在
で
残
っ

て
い
て
、
勝
手
な
個
人
主
義
に
は
地
域
社

会
の
規
制
が
働
い
て
い
た
。 

 

戦
勝
国
か
ら
半
ば
強
制
的
に
押
し
付

け
ら
れ
た
戦
後
の
新
憲
法
の
も
と
で
は
、

結
婚
は
個
人
の
自
由
で
だ
れ
の
許
可
も

要
ら
な
い
。
子
供
は
平
等
に
親
の
残
し
た

も
の
を
受
け
継
ぐ
権
利
を
有
す
る
と
言

い
な
が
ら
、
親
の
扶
養
に
関
し
て
は
責
任

の
所
在
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
実
に
不

合
理
な
も
の
で
あ
る
。 

昔
は
、
社
会
通
念
と
し
て
長
男
が
親
を

見
、
そ
の
代
わ
り
に
財
産
は
全
て
長
男
が

継
い
だ
も
の
だ
。 

戦
後
教
育
が
家
族
制
度
の
崩
壊
を
加

速
し
、
人
間
関
係
を
物
欲
、
金
銭
欲
の
支

配
す
る
荒
涼
と
し
た
も
の
に
変
質
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。 

 

悪
質
な
訪
問
セ
ー
ル
ス
の 

被
害
は
防
げ
る
か 

高
齢
者
が
全
人
口
の
二
〇
％
を
超
え

る
今
日
、
高
齢
者
の
財
産
を
狙
う
悪
質
な

勧
誘
は
後
を
た
た
な
い
。 

小
額
の
建
築
工
事
の
受
注
に
は
、
業
者

の
営
業
許
可
が
不
要
な
の
で
、
規
制
を
強

化
し
て
経
験
が
不
足
す
る
一
発
屋
の
悪

質
業
者
の
進
出
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
家

族
や
親
戚
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が

成
年
後
見
制
度
の
「
法
廷
後
見
制
度
」
の

手
続
き
を
行
い
、
高
齢
者
を
悪
質
な
訪
問

販
売
か
ら
守
る
こ
と
な
ど
が
対
策
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
高
齢
者
の
リ

フ
ォ
ー
ム
被
害
は
無
く
な
る
だ
ろ
う
か
。 

 

わ
れ
わ
れ
は
今
何
を
伝
え
る
べ
き
か 

被
害
者
は
、
口
を
揃
え
て
、
訪
問
販
売

員
が
親
切
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。 

孤
独
と
人
の
優
し
さ
に
飢
え
て
い
た

高
齢
者
は
、
訪
問
販
売
人
の
親
切
さ
に
、

過
ぎ
去
っ
た
わ
が
子
の
面
影
を
ダ
ブ
ら

せ
て
親
近
感
を
抱
い
た
と
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。 

事
案
は
異
な
る
が
、
九
〇
歳
に
近
い
友

人
の
母
親
が
、
中
年
の
見
ず
知
ら
ず
の
男

性
と
手
を
取
り
合
っ
て
買
い
物
に
出
か

け
る
の
を
近
所
の
人
が
み
咎
め
て
友
人

に
電
話
を
く
れ
た
。
そ
の
男
性
は
一
〇
日

く
ら
い
前
か
ら
老
婆
と
同
居
し
て
い
る

と
い
う
。
驚
い
た
友
人
が
老
婆
の
預
金
通

帳
の
所
在
を
問
質
す
と
同
居
し
て
い
る

男
性
に
預
け
て
あ
る
と
い
う
。
換
わ
り
に

資
産
価
値
無
き
に
等
し
い
荒
野
の
不
動

産
登
記
簿
謄
本
が
出
て
き
た
と
言
う
。 

こ
れ
も
親
族
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
高
齢

者
の
孤
独
が
身
に
し
み
る
事
件
で
あ
る
。 

 

悪
質
な
加
害
者
は
責
め
ら
れ
る
べ
き

は
当
然
だ
が
、
親
の
扶
養
義
務
が
な
い
か

ら
と
言
っ
て
、
見
回
り
も
せ
ず
放
置
し
て

お
い
て
、
遺
産
資
産
の
目
減
り
に
激
怒
す

る
子
供
ら
の
物
欲
、
金
銭
欲
に
変
質
し
て

し
ま
っ
た
人
間
性
こ
そ
が
悲
し
む
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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建
売
住
宅
購
入
前
調
査 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 
 
 
 
 
 
 
 

建
売
住
宅
の
総
合
調
査 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

 

訪
問
販
売
の
被
害
を
防
止
す
る
法
律

や
手
立
て
は
講
じ
ら
れ
て
も
、
事
態
は
解

決
さ
れ
な
い
。 

人
間
が
人
間
で
あ
る
限
り
世
代
や
身

分
を
越
え
て
、
今
は
奪
わ
れ
失
っ
て
し
ま

っ
た
か
つ
て
の
日
本
人
の
価
値
感
を
取

り
戻
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

   

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

事
務
局
年
末
・
年
始
休
暇
の
お
知
ら
せ 

2010
年
12
月
28
日
（
火
）
～ 

2011
年
１
月
4
日
（
火
） 

二
〇
一
〇
年
度
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験 

▼
日
時
：
2011
年
２
月
26
日
（
土
） 

筆
記
試
験
10
時
～
12
時
00
分 

▼
会
場
： 

都
内
会
場
（
未
定
） 

▼
申
込
締
切
：
2011
年
1
月
31
日
（
月
） 

   

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
ご
依

頼
い
た
だ
い
た
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
回
答
を
頂

い
た
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  
 

  

早
期
に
業
者
と
話
し
合
い
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、
電
話

相
談
の
後
、
す
ぐ
に
現
地
の
調
査
を
し
て

頂
け
て
良
か
っ
た
で
す
。
問
題
発
生
時
、

す
ぐ
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
て
助
か
り

ま
し
た
。 
（
千
葉
県
在
住
の
方
か
ら
） 

  

   

今
回
家
が
建
っ
て
か
ら
見
て
も
ら
っ

た
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
家
の
状
態
が

知
り
え
た
こ
と
に
安
心
致
し
ま
し
た
。
た

だ
家
が
建
っ
て
い
く
過
程
で
チ
ェ
ッ
ク

で
き
て
い
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
こ
の
団
体
を
知
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
が
建
っ
て
い
く
過
程
で
の
チ
ェ
ッ
ク

が
も
う
尐
し
金
銭
的
に
助
か
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
（
千
葉
県
在
住
の
方
か
ら
） 

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

平
成
二
十
二
年
最
後
の
会
報
の
お
届

け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
特
に
日
本
近
郊
国
と
の
問
題

が
多
発
し
た
事
が
目
に
付
き
ま
す
。
尖

閣
島
問
題
は
そ
の
典
型
で
し
た
。
宮
崎

県
の
家
畜
伝
染
病
や
猛
暑
続
き
の
異
常

気
象
も
上
げ
ら
れ
ま
す
が
ひ
と
際
「
チ

リ
落
盤
事
故
全
員
救
出
」
の
被
災
者
の

忍
耐
力
と
、
素
朴
で
も
基
本
に
沿
っ
た

緻
密
な
救
出
振
り
に
感
動
し
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
近
隣
国
と
の
調
和
が
と
れ

安
全
で
平
和
な
関
係
に
な
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
会
報
「
楔
」

も
毎
月
発
行
が
続
け
ら
れ
、
原
稿
投
稿

を
頂
き
ま
し
た
方
々
並
び
に
ご
愛
読
頂

き
ま
し
た
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
意
見
発
信
場
と
し
て
来
年
も

ど
し
ど
し
会
報
へ
の
原
稿
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｍ
） 

 
 

 
 
 
 

 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000 円 

消費者正会員 ----- 12,000 円 

一 般 会 員  -----  6,000 円 

団体一般会員 ----- 48,000 円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と権
利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成の
ために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務への対
応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。もち
ろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いという方
向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」となりま
すが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体一般会員
であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   


